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創立七十周年を慶ぶ
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　３月１１日東日本大震災がおこり日本全体が恐怖と悲しみに暮れた日々が続きました。記念事

業の縮小も考え何度かの役員会を開き役員・学校側のご意見も聞き進めてまいりました。今や、

我が国の社会は、国際的にも幾多の課題を抱え、又経済の不景気と、その、解決や、対応が強く

求められています。それぞれの課題を、正しく認識し、解決する力を持つ努力や勇気がいまだこ

そ必要と思います。

東日本大震災の復興が一日でも早く進められますよう心よりお祈り申し上げます。　　　　　

　ここに北海道旭川工業高等学校創立７０周年の記念式典及び記念事業が挙行できますことを、

皆様と共にお喜び合いたいと存じます。母校は昭和１６年４月の開校と同時に旧制第一期制１２

９名が入学とお聞きしておりました。工業化学科・建築科・土木科の三科の設置をもってスタ－

トされました。仮校舎での授業で旭工の歴史が初まりました。現在は電気科・電子科が情報技術

科・機械科が電子機械科・自動車科があり一部科名が変更になっている科もありますが全日制・

定時制合わせて１，０００名以上の生徒を持っているマンモス校でもあります。これまでに２万

人以上の卒業生を輩出しております。その活躍は管内・道内はもとより全国に至って旭工健児の

名を知らしめて来ました。

　創立７０周年の節目を迎えます。事業としましては朝日子の館（同窓会館）外壁塗装・タイル

の補修・一部開口部の設置などの整備、学校林の伐採、植樹の整備・創立６０周年には歴代会長

故山下　弘氏の念願でした慰霊の祭典を行いました。又今日の繁栄を見ないままに他界されまし

た恩師教職員並びに同窓生の御霊に対し、感謝の誠を捧げたいと思いから、創立７０周年でも慰

霊祭を行うよう計画を致しました。

　母校の部活動に於かれましても、各部共に、以前にも増して活発になり、特に文化系の新聞

局・放送局・写真部・演劇部とものづくり大会での活躍が目立ち支部大会・全道大会・全国大会

へと多くの部が優秀な成績を残しています。運動系では陸上部が個人競技で毎年全国大会に駒を

進めております。又、野球部も平成１７年には４回目の甲子園出場をはたしました。結果は惜敗

でしたが全国の人々に旭工の名を広めた意義は非常に大きいものがあります。旭工の教訓「信頼

それる人になれ」と云う言葉で、誠に易しく簡単なようでありますがその中味につきましてはな

かなか厳しいものが要求されております。生徒諸君も「信頼される人になれ」の校訓を胸に、こ

れからは充実した勉強と部活動に励み、今後永遠に続く旭工の歴史と伝統を守って頂きたいと念

願する次第です。

　おわりにあたり、これから益々隆昌発展する旭工のために、皆様方の以前にもまさるお力添え

を切にお願い申し上げ、私の心からなるお祝いのことばといたします。

ご あ い さ つ

創立７０周年記念事業協賛会長　西　山　陽　一
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　開校して７０年の年月が過ぎ、卒業生も23,000人を越える歴史と伝統ある工業高校と発展し、

優秀なる工業人を地元旭川は元より全道、全国に輩出してまいりました。７０年を振り返るに当

たり、旭工の歴史と伝統の礎となる物事の始まりを繙いてみました。

　昭和１６年２月２５日文部省より、応用化学、建築、土木の三学科が設立認可され、北海道庁

立旭川工業学校と称しました。同年４月２１日（月）旭川市養正国民学校（現旭川市立明星中学

校）を仮校舎とし、代島元一初代校長により屋内体操場にて十時より入学式・開校記念式典が挙

行され、応用化学科４３名、建築科４３名、土木科４３名、計１２９名の入学が許可され、旭工

一期生が誕生したのです。そして、教職員１１名と共に教職員・生徒１４０名が旭工歴史の第一

歩を踏み出しました。

　定時制は、昭和１６年４月２３日に旭川市立旭川商業学校という名称で北海道庁立旭川商業学

校に併設で開校しますが、戦時非常措置により昭和１９年４月学科転換して旭川市立工業学校と

なり、土木科・建築科の二学科を設置する。昭和２３年４月１日学制改革により旭川市立工業高

等学校と改称し本校に併置する。昭和２５年３月３１日定時制通信教育振興法により夜間課程は

定時制課程となる。

　同窓会は、昭和１８年１２月２３日、第１回卒業式終了後、屋内体育館にて同窓会発足式を行

い、工業化学科４０名、建築科３２名、土木科３９名の計１１１名の卒業生で発足する。初代会

長には代島元一初代校長が、２代目には昭和１９年８月に田口操敏２代校長が、３代目には昭和

２４年１１月に鍛治二郎３代校長がそれぞれ就任し、昭和２５年３月７日に４代目会長として卒

業生である山下弘氏（建築２０年卒）が選出される。昭和２６年９月１９日開校１０周年記念行

事として大休寺にて慰霊祭を行う。

　開校以来、時代の変化に伴い幾多の変遷を経て、現在は全道唯一、７学科を設置し道内の工業

教育の先陣を切っています。就職では厳しい社会状況の中、地元企業は元より全国の企業から高

い評価を受け、内定率は高い状況です。進学も国公立大学を始め私立大学・専門学校になどに多

数合格しています。部活動では、野球・バスケットボール・バドミントン・サッカー・テニス・

ラグビー・陸上・放送・新聞など全道大会はもとより全国大会に出場するなど文武両道でも知ら

れています。これも多くの先輩達がこれまで築いた歴史と伝統です。開校７０年の歴史の中には

一言で表すことのできない沢山の苦労と苦難の道程を経て、今日の旭工があります。先達が築い

た伝統と歴史をしっかりと受け止め、後輩に引き継いて行くことが我々の使命と心がけています。

　最後になりますが、創立７０周年記念事業協賛会を設立し、記念式典を始め、記念事業の遂行

にあたりご尽力いただきました同窓会・ＰＴＡ・地域の皆さまには多大なるご尽力を賜り、衷心

より感謝とお礼申し上げます。また、本記念誌に玉稿を賜りました皆さまにお礼を申し上げると

共に、本誌編纂に携わりました関係の皆さまに感謝申しあげ、記念誌発刊の挨拶といたします。

創立七十周年記念誌発刊に寄せて（歴史と伝統の礎）

北海道旭川工業高等学校長　川　﨑　博　正
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　北海道旭川工業高等学校が、このたび、創立７０周年を迎え、ここに、記念誌を刊行されます

ことに心からお祝いを申し上げます。

　顧みますと本校は、昭和１６年に、時代を開く有為な工業系の人材育成を目的として、地域社

会の大きな期待を担って、北海道庁立旭川工業学校として開校いたしました。その後、昭和２５

年には、北海道旭川工業高等学校と改称、昭和３３年には、自動車科を新設するなど幾多の変遷

を経て、今日に至っております。この間、本校を卒業された方々は２万３千名を超え、道内はも

とより、全国各地において、様々な分野で活躍されておりますことは、誠に喜ばしい限りであり

ます。

　本校では、「信頼される人になれ」の校訓の下、豊かな人間性と広い視野をもち、進んで社会

の発展に貢献できる人材の育成に努め、地域や保護者の皆様の厚い信頼を得るとともに、伝統あ

る工業高校として各方面から高い評価を得ております。とりわけ、道内の他の工業高校と技術を

競い合った計算尺競技大会では、昭和４６年から４回の全国大会出場を果たしたほか、平成１９

年と平成２１年には「高校生ものづくりコンテスト全国大会」に出場し、いずれも全国第３位に

入賞するなど、輝かしい成績を残しております。また、近年においては、平成１６年度から３年

間、文部科学省の「日本版デュアルシステム」の指定を受け、地域の企業と連携して、職業人に

ふさわしい資質を持った生徒を育てるための効果的な企業実習の在り方について実践研究を行う

ほか、平成２１年度から３年間、道教委の「専門高校Power Upプロジェクト推進事業」の指定を

受け、大学や地域企業等と連携し、将来の地域産業を担う実践的な能力の育成や高度な資格取得

に係る実践研究に取り組むなど、道内の工業高校のモデルとなる大きな成果を上げております。

さらに、部活動においては、野球部が夏の甲子園大会に平成３年の初出場以来、４度の出場を果

たしているほか、多くの部が全国大会や全道大会へ出場するなど、輝かしい実績を上げておりま

す。

 　本校が、今日までこのように発展を遂げてきましたのは、歴代校長をはじめ教職員の皆さんの

尽力と生徒の皆さんの努力、さらには、ＰＴＡや同窓会、地域の皆様方の温かい御支援と御協力

の賜であり、ここに深甚なる敬意と謝意を表するものであります。創立７０周年を契機に、生徒

の皆さんには、これまでの輝かしい学校の歩みを改めて振り返るとともに、多くの先輩が築いて

こられた歴史と伝統を受け継ぎ、志を一層高くして、次代を担う若者として、新たな伝統を築か

れるよう心から期待しております。また、教職員の皆さんには、将来の北海道を担うにふさわし

い、自立の精神にあふれ、様々な困難を乗り越えながら新しい時代を切り拓いていく生徒の育成

を目指し、本校の教育の充実と発展に一層力を発揮されるようお願い申し上げます。結びに、本

校の教育の振興にひとかたならぬ御尽力をいただきました関係者の皆様方に深く感謝申し上げま

すとともに、本校の益々の御発展を心から祈念し、お祝いの言葉といたします。

記念誌の発刊に寄せて

北海道教育委員会教育長　髙　橋　教　一
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　北海道旭川工業高等学校が，創立７０周年の輝かしい節目を迎えられましたことを心からお喜

び申し上げますとともに，記念誌発刊に当たられました関係者の皆様の御尽力に，衷心より敬意

を表します。

　昭和１６年，北海道庁立旭川工業学校として創立され，歴史の第一歩を踏み出されました。

　貴校は当初，全日制課程に３学科が設置され，その後，改称や定時制課程の設置，新たな学科

の設置を経て，現在は，全日制課程７学科，定時制課程３学科において，たくさんの生徒の皆さ

んが工業についての専門技術や知識を習得すべく日々勉学に励んでおられますことと存じます。

　時代は流れ，現在の社会や生活は随分と変化しましたが，「信頼される人になれ」という校訓

は昭和２５年に制定されてからずっと変わらず在校生へ脈々と受け継がれ，貴校に根付いており

ますが，その校訓を胸に社会からも信頼される人となり学舎を卒業した生徒は２万３千人を超

え，本市のみならず日本全国，世界各国において活躍され，経済成長や工業技術の向上を支えて

おります。

　一方で，日本の工業を支えるスペシャリストとなるべく勉学に励まれながらも，クラブ活動に

も力を注がれ，全道大会はもとより全国規模の大会においても優秀な成績を収められており，ま

さに文武両道であります。

　これもひとえに歴代校長をはじめ，地域の産業技術の次世代の担い手となる有為の人材を育成

することを主眼として，日夜教育・指導に当たられている教職員並びに父母の皆様をはじめとす

る関係者の皆様方の不断の御精励の賜物であり，深く敬意を表する次第であります。

　工業技術のつきましては，各分野において日進月歩の時代を迎えております。その中にあって

我が国は常に高い技術を誇る先進国として，世界においてもゆるぎない地位を確立しております

が，今後とも我が国の大いなる前進と飛躍のため，一層の努力を重ねられ，技術の向上に貢献さ

れますことを期待申し上げます。

　また，新しい時代を担う生徒の皆さんにおかれましては，「信頼される人」になれますよう人

間の豊かな個性を伸ばし，将来についてよく考え，夢に向かって大きな一歩を踏み出し，強くた

くましく成長されますよう心から念願いたします。

　結びに，この度の開校７０周年を節目として，北海道旭川工業高等学校が更に大きく発展され

ますとともに，関係の皆様方の今後ますますの御健勝と御活躍を心から祈念申し上げ，お祝いの

ことばといたします。

お祝いのことば

旭 川 市 長　西　川　将　人
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　北海道旭川工業高等学校が創立７０周年を迎え、記念式典が挙行されますこと心からお祝い申

し上げます。

  昭和１６年に北海道庁旭川工業高校として開校し、その後校名変更や学科改変など幾多の変遷を

経ながら北海道旭川工業高校として今日に至るまでの７０周年間は激動と変革の年月であり、旭

川工業高校の残してきた軌跡はは見事なものであると確信しております。

　校訓である「信頼される人になれ」のとおり優れた多くの卒業生の角界における活躍ぶりもま

た輝かしいものです。

　又同窓会の皆様のご理解とご支援を賜り、今日の情報化時代に対応すべく情報教育の環境改善

が図られ、就職や進学へ取り組む子供達の資質向上に大きな夢と希望を与えて下さっていること

に心より感謝とお礼を申し上げます。

　先輩方の培ってこられた伝統の重みを受け継ぎ、子供達は文武両道の精神で運動部、文化系共

に全道大会に進み、また、工業高校ならではのものづくり大会においても輝かしい成績を残せた

ことは旭川工業高校の誇りでもあります。

　そして、子供達の資質を最大限に引き出し誇りを抱ける様、導いて下さる先生方の指導力の賜

と感謝致しますと共にこの学校を巣立っていく子供達の未来に旭工で養ったことを糧として「夢

と希望」を実現すべく大きな飛躍があることを確信致します。

　本日記念式典に多数のご来賓をお迎えをして盛大に式典が挙行されますことは、大変意義深く

名誉と存じますと共に関係各位、同窓会、諸先生の皆様に感謝致します。

　旭川工業高等学校が素晴らしい伝統を継続し、新たな世代へ引き継がれ更なる飛躍を願うと共

に、校長先生初め諸先生方の今後の益々のご健勝とご活躍を御祈念申し上げます。

開校７０周年を祝し

ＰＴＡ会長　弓　場　朋　子
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旭 工 校 歌


